
①サイド上（左・右）×各1 ②サイド下（左・右）×各1 ⑥背補強×1

ナット入りナット入り

背補強取付け穴

ナット入り

ナット入り

溶接側が内側

前面側

ジョイント

溶接側が内側

前面側

ジョイント

左 右 左 右

⑤サイドトップ（左・右）×各1

凹みが内側 凹みが内側

穴が背面側

左 右
穴が背面側

⑦フック（-1・-2）×各2

ナット付きナット付き

フック-1 フック-2

※組立前に必ず部品が揃っているか確認してください。

品質表示

 

警　告

注　意

組み立てについての注意
［組み立て場所］  平らなカーペットや絨毯など、表面が柔らかい床の上。フローリングの場合は薄い

毛布などを敷いてください。

［部品の確認］  各部品の名前と数量を確認してください。

［用意するもの］  ビスに合ったプラスドライバー、ソフトハンマー等。

［組立のご注意］  組み立ておよび移動時は、手袋をはめると安全に作業できます。

この度は、弊社製品をお買い上げいただき
まして誠にありがとうございます。
本説明書をよくお読みいただき、末永くご愛
用いただきますよう、お願い申し上げます。
また、本説明書は保管し必要なときにお読
みください。

完成図

組立・使用説明書

部品内容

禁　止

・危険ですので、傾いた所でのご使用はしないでください。
  必ず平坦で水平な床の上に設置し、ベースの設置点が同時に床に接するようにしてください。
・危険ですので、本体にもたれたり余分な力を加えないでください。
・片寄った荷重で載せないでください。

・用途以外のご使用はしないでください。
・改造などを行わないでください。
・小さなお子様が本品で遊ばないよう十分ご注意ください。
・ベースやフレームが歪んだり異常がある場合は使用を中止してください。

・転倒による事故を防止するため、できるだけ背面が壁になる場所に設置してください。
・必ずトップチューブだけで掛けてください。
・著しい汚れは、薄めた中性洗剤で落とした後、直ちに乾拭きをしてください。
・組立後も、ビスの緩みや製品の異常がないか定期的に点検を行ってください。
・水気が残った状態での長時間のご使用にはご注意ください。

③ベース×1

④棚板×2

[材　質］本体：スチール(メラミン焼付塗装)
                   棚板：天然木（ラバー材）　　  　　 

[耐荷重]　フック【上段】：約10kg（自転車重量）
 　　　　  フック【下段】：約15kg（自転車重量）  
　　　   　棚板：約2kg
　　　　   ベース：約3kg
[生産国]　日本

ナチュラル
サイクルスタンド ２台用

2434

天災等の不可抗力やお客様のお取り扱い上の不注意、不当な修理・改造による事故・破損等の責任は保証いたしません。
組み立て方や使い方についてのご質問は、最初にこの商品を
購入したショップ様にお問い合わせください。

＜製造元＞   株式会社足立製作所
　　　　　　  〒953-0026　新潟県新潟市西蒲区伏部613　TEL  0256-72-0117

足立製作所
お問い合わせページ

お問い合わせ先

裏面に続きます

Ⓙ六角レンチ×1ⒼSフック×4 Ⓗフェルトシール
×4

Ⓕ角中栓×2

Ⓑ皿ビス
×5

予備1ヶ含む

M6×30

Ⓐナベビス
×5

予備1ヶ含む

M6×30

Ⓒトラスビス
×9

予備1ヶ含む

M4×10 M6×10

Ⓓキャップ
スクリュー×9

　　　　　　　　　予備1ヶ含む

Ⓘシリコンチューブ
×4

M4×30

Ⓔトラスタッピング
ビス×9
予備1ヶ含む

Ⓚ転倒防止金具×2セット



２

外々約405㎜

外々約377㎜

※⑦フック-1・2は自転車のフレームサイ
　ズに合せて組み方を選んでください。

⑦
⑦

⑦
⑦

前面側

に①サイド上、⑦フックの取り付け。３ ２ に④棚板の取り付け。４ ３

３

Ⓓ

Ⓕ
Ⓕ

Ⓗ
Ⓗ

Ⓗ Ⓗ

⑦ ⑦

Ⓘ

Ⓓ

組立方法 準備１

③ベースに②サイド下、⑥背補強の取り付け。２

③

Ⓘ

※Ⓕ取り付けの際、固い場合はソ
　フトハンマー等で軽く叩いて取
　り付けてください。

※⑦フックはⒹキャップ
　スクリューを手で軽く
　締めて仮止めにしてお
　きます。

④

④

※ビスは仮止めにしてください。

Ⓒ
ⒸⒸ

Ⓒ

※②サイド下に⑦フックを
　通してから①サイド上を
　取り付けてください。

②左
②右

Ⓑ

Ⓑ

Ⓐ Ⓐ

Ⓐ Ⓐ

②左

②右

③

⑥

※ビスは仮止めにしてください。

前面側

ジョイント

①左
溶接側が内側

※ビスは仮止めにしてください。

①右

Ⓔ
Ⓔ

Ⓔ Ⓔ

Ⓔ
Ⓔ

Ⓔ Ⓔ

※Ⓘは広げながらフック部分に被せてください。
※Ⓓはナットに掛かる程度で仮止めしておきます。

溶接側が内側



に⑤サイドトップの取り付け。５ ４ にⒼフックの取り付け。６ ５

ご使用前にもう一度注意書きをお読み
になり、安全にご使用ください。

４

※凹みが内側

※凹みが内側 Ⓒ
Ⓒ Ⓚ

⑦
⑦

⑦

Ⓙ

※Ⓖはお好みで①②サイド上・下
　に引掛けてご使用ください。

Ⓖ

５

洋灯吊
クサリ

洋灯吊はしっかりした場所に
取付けてください。

※ビスは仮止めにしてください。

Ⓒ

⑤左

⑦

※全てのビスをしっかり締めてください。

Ⓒ ⑤右

自転車の掛け方によっては前輪のハンドルがふらつき、スタンド本体に干渉したり、指を
挟む等の恐れがありますので十分に注意してください。

注　意!

※⑦フックはお使いの自転車の形状に
　応じて高さを調整後、Ⓙ六角レンチ
　でしっかり締めてください。


